
 

日本語用論学会第 7回(2004 年度)大会プログラム 

日時 2004 年 12 月 11 日（土） 
会場 甲南女子大学 

〒658-0001 兵庫県神戸市東灘区森北町 6-2-23 

（TEL 078-431-0391（代））(http://www.konan-wu.ac.jp/)  
 
大会受付 9:00～   [9 号館 2階ロビー]  

書籍展示 10:00～18:00 [9 号館 2階ロビー・展示ホール]  
一般控え室  [9 号館 2階ロビー・学生ホール・4階 945 教室] 

昼食   [第 1 学生会館 2階・甲南そば] 
 

ワークショップ （10:00～11:40） 
1. 10:00～10:25 2. 10:25～10:50  3. 10:50～11:15 4. 11:15～11:40 
 

A室[9 号館 1階 912 教室]  「否定の経験的基盤―カテゴリー認知と価値判断を中心に―」 
  司会 出口 雅也（日本語センター） 

1. “Negation”と“Negative evaluation”  出口 雅也（日本語センター） 
2. “Negation”とカテゴリー認知   崔 春浩（京都大学(院)） 
3. 否定の意味から行為へ：  有光 奈美（獨協大学（非）） 
      対象依存的否定性と価値的否定性    
4. overに見られる否定的表現タイトル：  鬼頭 修（京都大学(院)） 

“Negation”と“Negative evaluation”    
 
B室[9 号館 1階 911 教室] 「ことばと態度」 司会 東森 勲（龍谷大学） 

1. 『主客転倒』の再検討：    片岡 宏仁（関西外国語大学（院）） 
法助動詞 CANの意味解釈について   

2. 英語法助動詞の語用論的考察：指令型の発話における 長友俊一郎(関西外国語大学（院）） 
      can と mayを中心として  
3. 副詞的表現が表す話し手の態度について  金丸 敏幸 （京都大学(院)) 
4. 反対意見表明における『ちょっと』の働き  薄井 良子（神戸大学(院)） 
   ―『ちょっと』は不快感を緩和するか―  
 
C室[9 号館 4階 942 教室] 「形式と意味」  司会 杉本 孝司（大阪外国語大学） 

1. 日本語の受益構文における格表示について  澤田 淳（早稲田大学(院)） 
2. 視点について：『名詞＋不定詞』における  中村 ちさと（甲南女子大学(院)） 
 不定詞の態を中心に    
3. 『動詞+名詞+形容詞』の形をとる慣用表現について 松本 知子（同志社女子大学(非)） 
4. 『か』と“ma”の意味と機能について   程 遠巍（関西外国語大学(非)） 
 

D室[9 号館 4階 944 教室] 「ことばと文脈」 司会 西光 義弘（神戸大学） 
1. 女性指揮者のラポールマネジメント：  宮澤泰彦（福島工業高等専門学校） 

合唱リハーサルの談話分析  湯川 敬子（福岡市立長尾中学校） 
2. 接続副詞 however の文中における機能  太田 裕子（東北大学(院)）  
3. 言葉は行為の費用と利益を伝える：『わざわざ』、  野澤 元（京都大学(院)） 

『いちいち』の行動生態学的考察  山嵜 章裕（京都大学(院)） 
 
 
 



総会 (12:40～12:55) [9 号館 1階 912 教室]  司会  林 宅男 (桃山学院大学） 
1. 会長挨拶   小泉 保 （関西外国語大学）  
2. 事務局長報告   林 宅男  （桃山学院大学） 
3. 編集委員会報告   澤田 治美（関西外国語大学） 
4. 会計報告   山本 英一（関西大学）  5. その他 
 

研究発表 (13:00～15:30) 

1. 13:00～13: 35 2. 13:35～14:10 3. 14: 20～14:55 4. 14:55～15:30 

A室[9 号館 1階 912 教室]       司会  東森 勲（龍谷大学） 
1.  総称文についての一考察：  冨永 英夫（兵庫県立大学） 
      発話行為論・認知言語学の観点から    野澤 元（京都大学(院)） 
2.  Carstonの意味的空仮説の持つ意義について  山崎英一（四天王寺国際仏教大学） 

（10分休憩） 
      司会  山梨 正明（京都大学） 

3. 因果関係と言語表現    海寶 康臣（立命館大学（非）・ 
       龍谷大学（非）） 
4.  メタ言語否定と否定の意味   吉村 あき子（奈良女子大学） 

B室[9 号館 1階 911 教室]   司会 西光 義弘（神戸大学） 

1. 「けど」の終助詞的用法について：   横森 大輔（京都大学(院）) 
      聞き手に対する効果の観点から   
2.  推意の固着と強さ  加藤 重広（富山大学） 

―日本語の慣用句と受動構文を中心に―   
（10分休憩） 

       司会   久保 進（松山大学） 

3. 日本語の非状態動詞の状態指示用法について   西田 光一（東北大学） 
4. 認識的モダリティとレトリック  蓮沼 昭子（姫路獨協大学） 

―「のではないか」再考―   

C室[9 号館 4階 942 教室]    司会   高原 脩（関西外国語大学） 

1. 不同意の応答構成を投出する  林 礼子（甲南女子大学） 
ファーストペアパートの評価  小川 晋史（神戸大学大学(院)) 

  竹安大（神戸大学(院)） 
   儀利古 幹雄（神戸大学(院)） 
     吉成 祐子（神戸大学(院)） 
2. 精神療法面接における   加藤 澄（青森中央学院大学） 

治療同盟検索基準としての結束性の捉え方    
（10分休憩）  

        司会  松木 啓子 (同志社大学) 

3. English Riddles: A Blending Perspective   安原 和也（京都大学(院)） 
4. おいしいとしか言いようがないはずなのに：  山口 治彦（神戸市外国語大学） 

味ことばの謎とフィクションの構造   

D室[9 号館 4階 944 教室]         司会  澤田 治美（関西外国語大学）    
1. 英語の疑問文における対義語の選択とその解釈  有光 奈美（獨協大学(非)） 
2. 語用論的拡充を伴う man of + 名詞の解釈  秋山 孝信（日本大学） 

（10分休憩） 
                   司会 内田 聖二（奈良女子大学） 

3. 現場密着型の出来事文について   岸 彩子（京都大学（院）） 
―聞き手に『場』の共有を強いる名詞句文―  

4.  反対意見表明に於ける     小林純子（関西外国語大学） 
コミュニケーション・ストラテジー 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シンポジウム (15:45～18:10) [9 号館 1階 912 教室] 
 

ジェンダーと語用論  

―記号論・エスノメソドロジー・批判的談話分析からの提言― 

 

司会 林 礼子（甲南女子大学）  

 

1. 近代フランスにおける『女らしさ』の表象と規範 
     講師 小倉 孝誠 (慶応義塾大学) 

 

2. ジェンダーをつくることば 
―言語イデオロギーとしての『女ことば』― 

     講師  中村 桃子（関東学院大学） 

 

3. 成員カテゴリー化装置としてのジェンダー 
     講師 山崎 敬一（埼玉大学） 

        山崎 晶子（公立はこだて未来大学） 

  

ディスカッサント 佐竹 久仁子（武庫川女子大学（非）） 

 
閉会の辞 小泉 保（関西外国語大学）  
 
懇親会（18:30～）（会費 4,000円）（会場：第 1学生会館 3階・カフェ・ド・パリ(ドンク)） 
 

甲南女子大学へのアクセスとご案内 

★新大阪 JR大阪駅 JR神戸線（甲南山手下車） 徒歩 10分 
★新大阪 JR大阪駅 阪急梅田 阪急神戸線（岡本下車） 徒歩 20分 
★当日は土曜のため、スクールバスはありません。徒歩あるいは市バス（あまり本数がありませ

ん）になります（大学までは急な上り坂になります）。JR甲南山手（摂津本山）・阪急岡本から
タクシーでワンメーターの距離です。 
★昼食は大学内の第１学生会館・「甲南そば」で確保していますのでご利用下さい。あるいはお弁

当をご持参下さい(お弁当用の湯茶は第１学生会館で用意しております)。学会ではお弁当は販売
しません。大学の近くには飲食店がなく、甲南山手か摂津本山あるいは阪急岡本（あるいは芦

屋）まで降りていかなければなりません（帰ってくるのが大変です）。 
★学会ではホテルはお世話しておりませんのでご了承下さい。 

          

 



  

【アクセス】 

●摂津本山・岡本からは東北へ徒歩約 20 分 
●甲南山手からは北へ徒歩約 10 分 

●阪急芦屋川からは西北へ徒歩約 20 分 

●市バスは森北町 2丁目下車、北へ徒歩 7分 

●スクールバスは大学構内まで約 5分  
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